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令和7年度後期委員⾧挨拶 / 役員紹介

【委員⾧】伊藤 瑞樹（いとう みずき）/ 文学部哲学系倫理学専攻3年
令和7年度後期委員⾧を務めております、文学部3年の伊藤瑞樹と申します。平素より日吉寄宿

舎に多大なるご理解とご支援をいただき誠にありがとうございます。現在、日吉寄宿舎は大きく変わろう
としています。OBの皆さまにとっては驚かれることも多いかと存じます。具体的には、面接方法の刷新、
舎生大会・委員会の開催方式の見直し等、舎生全員が当事者意識を持って自治に参加できる体制
を整えております。これまで受け継がれてきたことを大きく変えることもあり、五役全員で日々手探り状態
で運営に務めておりますが、これからも舎生全員が楽しく安心して暮らせる寮を目指してまいります。最
後になりますが、今後も変わらぬご理解とご支援をいただきますよう引き続きよろしくお願いいたします。

【総務】津山 葵生（つやま あおい）/ 商学部3年
令和7年度後期総務を務めております、商学部3年の津山葵生と申します。後期総務では主に採用

活動に注力しております。今年度はHP上のブログの更新頻度UPや採用基準の定量化、ランチMTGの
実施を通じて、日吉寄宿舎の魅力向上及びミスマッチの減少に努めました。その結果、例年以上の多
数の応募をいただき、来年度以降にも活用できる土台を創り上げることができました。これからも日吉寄
宿舎が舎生にとっての居場所となるよう尽力してまいります。

【財務】室岡 誠一（むろおか せいいち）/ 理工学部3年
令和7年度後期財務を務めております、理工学部3年の室岡誠一と申します。後期財務では日々

の会計業務の監査を務めております。今期の取り組みとして、会計口座のオンライン化と寮費滞納制
度の見直しを行いました。その結果、迅速な会計業務と寮費の安定した回収を達成することができまし
た。これからも日吉寄宿舎の自治の根幹をなす会計業務を正確に責任を持って尽力してまいります。

【風紀】遠藤 大和 (えんどう やまと )  /  商学部3年
令和7年度後期風紀を務めております、商学部3年の遠藤大和と申します。昨今、日吉寄宿舎を

取り巻く環境は絶えず変化しております。私の大好きな寄宿舎を未来へ繋いでいくために、単なるルー
ルのアップデートに留まらず、寮生一人ひとりが自治の当事者としての自覚を持ち、自律的な生活を営
める環境を築いていく所存です。「自由と自治」を体現する場として、寄宿舎の価値をさらに高めて参り
ます。寮和会の皆様におかれましては、引き続き円滑な自治寮運営に向けご助力いただけますと、大
変心強く存じます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

【副委員⾧】間瀬口 栄斗（ませぐち えいと）/ 経済学部3年
令和7年度後期副委員⾧を務めております、経済学部3年の間瀬口栄斗と申します。副委員⾧とし

て日々の自治活動の改善に取り組むとともに、設立から15年ほどが経過し老朽化が進んでいる設備の
改修などを進めております。また、行事リマインダーbotの導入など、自治活動の利便性向上に向けた
取り組みも行っております。今後も日吉寄宿舎が舎生にとっての「居場所」となり、より活気のある場とな
るよう自治活動や日々の生活を通して住みよい環境づくりに努めてまいります。最後になりますが、今後
とも現役舎生へのご支援・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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2.成人式
例年通り開催されましたが、今年度は食堂ではなく日吉キャンパス内の教室で開催されました。

3.追いコン
今年も大変盛り上がりました。運動の部終了から追いコン開始までは五役企画の一環として牡蠣パーティーを開催し、
500個を完食しました。

4.新入生採用
今年は従来の実施方式を見直し、面接前に複数名の新入生と舎生によるランチ面談の実施など、より多角的に評価
する体制を整えております。これは入舎後のミスマッチを防ぐためであり、実際に下級生から「思っていたのと違った」といっ
た声を聞くことが少なくないので、委員⾧として喫緊の課題に掲げ最も注力しました。面接では近年で最高ペースでの
応募をいただいております。

日吉寮NOW（現役寮生の近況報告）

①現在の日吉寄宿舎の構成について
令和7年度（卒寮生除く）は現在31名（新四年会11名、新三年会10名、新二年会10名）で構成されています。
今年度の新一年生の採用は10~11名を予定しており、これに伴いこれまで4室あった多目的室のうち1部屋を居室として
解放する予定です。いよいよ40名の大台を突破し、ますます賑やかな寮になることを舎生一同楽しみにしています。

②行事・イベントの開催状況について
1.慶早ハイク
後期は行き先を変更し、皇居まで歩きました。朝の皇居から見る朝日は格別でした。


